
( 

え方虚飾家4氏
昭和55年5月発行

No. 93 

aトー

巨包 '--:JE 
曾 自

隷 霊堂
Eヨ

伊藤慶 二先生

光市医 師 会



光市医 師会報 1980 

j医師会J-j同行一事)
。定例理事会

5月 13日(火〉 午後 7・30 

島田市太閤

O報告事項

1. 学校保健担当理事協議会報告

(福本)

2. 広報担当理事協議会報告(伊藤〉

3. 救急医療担当興事協議会報告、殊

に救急医療情報システムについて

(富恵)

4. 定時総会の諸費用について(竹中〉

5. 互助会支部長会議、代議員会議に

ついての報告(大野会長)

6. 委任と委任状及表決権の民法上の

解釈について(大野会長)

7. 周南三市医師会と健保組合との協

議会開催について(大野会長、船村〉

8. 中四国連合総会の開催出席につい

て(大野会長)

9. 光市医師会年誌の編成の展望につ

いて調査、計画一年内位の予定

(大野会長)

10 諸検査物集配の状況(福本副会長〉

O協議事項

呼吸器疾患調査に伴う諸関連事項

岡山大学出張等諸経費について

O定例月例会

議題

1. 各会議の内容についての報告

(1)学校保健担当理事協議会

(2)広報担当理事協議会 (5月8日)

(3) 庶務担当理事協議会 (5月 15 B) 

(4) 救急医療担当理事協議会(5月 8日

救急医療体制の情報システム化と未

端器の設置医療機聞について

(5) 周南三市医師会と健保組合との協議

会について (5月 21日)

2. 老人医療受給者証のコンピュ ーター導

入について

3. 労働保健事務組合の事務処理について

4. 臨床検査物の集配の現況について

5. ツベルクリン反応検査の接栢部位につ

いて

6. 患者調査(以生省)受諸医療機闘につ

いて 光精神病院に依頼

7. 互助会支部長会議、代議員会 (4月2

9 B)郡市伝師会長会議 (5月 22日)

について

8. 医師連盟会議 丸茂重貞氏後援活動に

ついて (5月 22日〉

a 委任、委任状表決権(授票権)ICつい

て
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字は名前だけ書

ければよいと言った項羽をいい ζ とにし、

私は真面目に筆を持ったζ とがなかったの

で、その上、生れつきの有名な悪筆であり

ますので毛筆等一切触らない ζ とにしてい

ました。たまたま三年前誘われるままに水

量画を習い始めて、やっと一枚作品が出来

上った時に、自分の雅号を書き込む段階で

寄りま した。 折角苦心 して描いた絵をだい

なしにしないかと手がふるえて書けません。

やはりついでに習字も習ってみょうかとい

う心理状態になったばかりに、 2年余り師

匠について隷書を習う乙とになってしまい

ました。しかし残念ながらいまだに上手に

ならないので、絵の落款は署名なしで印の

み押して逃げています。

告を習うと云っても、私が頭をつつ乙ん

でいるのは、構替の更に古い時代の文字な

のですが、隷T13だけで桔行革はノ ータ γ

チです。なぜ隷沓を選んだかという理由は

たった一つ、上手か下手が判りにくいとい

うだけが理由です。主主き方から云えば二三

のさまりがあります。例えば、一画一隔医

切って書く ζ とや、横』ζ細長い乙と、右上

りになってはいけないζ と等々、しかし構

fi?と違って可成り円由lζ好きな書き方が出

米ることは一番の長所で、その変化は人々

の感覚や晴好ーによっても与風はいくらでも|掛

けると思います。こんなわけで、隷古lζは

他の書体と違う面白さがあるので、また今

日の書家にとっては隷告は決して蓄の隷古

ではなくして、 今日の新しい表現様式とし

て充分であります。だから現在行なわれて

いる以外に、 まだまだ隷書による新しい表

現は うまれるのではないかと思います。

表紙の書は、 5月中旬光市民ホールで行
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なわれた書展に出品した作品ですが、立派

な作品の並んだ中に一つだけ大変見劣りし

て、目を伏せて通った恥かしい思いをした

作品です。とれ以上人自にさらしたくない

のですが、今月は表紙がなくて、仕方なく

乙れで我慢していただきます。余りにまず

いので、隷書の見本にもなりませんから、

兄弟子と云っては余りに格が違うので失礼

になるかも判りませんが、今では書道界で

大活躍の新南陽市の原田泰陽先生(景州)

の害を写真で載せてみます。但し、可成り

以前作品なので先生lζ掲載のお許しを願っ

た折に溢られたのですが、私の手元には適

当なものがないので無理去って掲載させて

貰いました。写真の実物は l尺 7すと 8尺

位あると思います。非常に迫力があり端正

な素晴らしい蓄をかかれます。

詩をつくり、絵をかき、字がかけたら素

晴しいなと思う訳ですが、隷書で書くとな

ると漢詩しかかけないのでして、平灰とか

なんとか大変難かしいきまりと用語やボキ

ャプラリ 一等 学も素養もないものにはお

手上げです。

下手なの判っていながら、今更指書や行

書を書いても先が見えていますし、今まで

月謝も払ったζ とですし、破門にもなって

いませんので、今しばらく水盤画と隷書を

続けてみようと患っています。

「格に入って格に出でよJと言う立派な

格言がありますが、なかなかそんな訳には

宰りません。凡俗lζ言う言葉ではありませ

ん。蟹のような字を書く先生の弟子は、蟹

1980 

のような字をかき、柳のような字をかく先

生の弟子は柳のような字をかくのが普通で

す。

書家が寄をかくのと人間が蓄をかくのと

二通りにわかれるのは、乙とから先が違う

のでしょう。先生を頼り Kして教わると云

うととは努力しないで得をする訳でして、

丁度家畜のようなものです。食物を支えられ

て満足しています。野獣は自分で入用な食物

を向分でとってきます。乙れは求道心の問題

で、求道の心が強ければ支えられるものだ

けに満足しないで、毒ってくるでしょう。

とは云え、書家ではないのですから、他K

遠慮するとともなく 、分相応に自分の書き

たいように書ければ、これ以上言うととも

望むこともないのですが……。

あ と が き

なんとか続けてきた光市医師会報も周囲

の事情の変化から、再検討されなければな

らないと思います。理事会並びに編集委員

会に於いて組めていきたいと考えております。

会員の皆様より卒直な御意見をいただけ

ますようお願い申し上げます。

発行所

発行 cli

縦集者

印刷所
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光市医師会
T E L 0833 72-2234 

大野宗二

会報編集委員会

光市御崎町

中村印刷株式会社
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